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第 78回岐車外科集談会

日時：昭和50年5月13日午後5時30分

場所：岐阜大学病院新外;KN!4階講堂

1.最近5年間における小腸悪性腫湯の5例

岐阜市民病院外科

敷波晃，竹腰知治，上松治隆

安藤隆，三輪勝，高井清一

伊藤隆夫，田中子凱，島田 筒

当科で最近5年間に小腸悪性腫湯5例を経験したの

で報告する．組織診断は平滑肉腫4例，悪性黒色腫1

例，計5例である．

20才台1例， 50才台1例， 60才3例である． 男性3

例，女性3例であった．

これら5症例を報告し， Yi干の文献的考察を加え

た．

2.家族性大腸ポリホージスの2例

岐大第1外科

鬼束惇義，滝谷博志、，馬場国男

岩島康敏，安藤充晴，後藤明彦

3.銃弾による多発性消化管穿孔の1症例

養老中央病院外科

O名知光博林勝知関野昌弘

岐大第1外科

村瀬恭一

外傷の中て・はまれな散蝉による腹部・大腿部射創を

経験した腹部には2個の弾丸が穿通していて19ケ所

の腸穿孔を認めた．穿孔部位は Debriedmentをおこ

ない縫合閉鎖し， 多発性穿孔のある ileum2ケ所は

約lOc皿の切除をおこなった．日r.大血管その他致命的
な臓器損傷はなかった．両側大腿部に計4ケ所の射訓

を認め左大腿部にはホケッ！、内の10円硬貨が弾丸とと

もにめりこんでいた．腹部穿通性損傷に対して日本で

は選択的保存主義がとられているが臓器損傷をみのが

し患者を重篤におちいらせてはならない 患者は破傷

風トキソイド・抗毒素馬血清，大厄抗生剤（lOg～9g

／日）， てチロイ ドの使用にて破傷風その他重篤な合併

症をおこさず軽快した．

4. Curling Ulcerの1治験例

岐大第1外科

滝谷博志

症例は4才の男児で，約20°0のE度熱傷を受傷後，

5日後より大量の下血を きたし，約3000111｛の大i1l・輸血

を行ったが， 下血は軽快しなかった．下血より 2日

後，緊急開！腹術施行したー出血部位は卜二指腸後壁の

漬湯で，岡部IC直径約2mmの血管が銭出し血液が噴出

していた．これを止血し， ピノレロート 1法による胃切

除術を施行し，術後は順調に経過し退院した 本症例

はCurlingの報告した熱傷によるストレスィi'il¥,j，すな

わち CurlingUlcerと考えられ，大量出血をきたす

ものは予後不良といわれている．我々はこれを教命す

ることができたので報告した．

5. 関頭術後の消化管出血について

岐大第2外科

土屋卜次，日野輝雄，山本悟

大熊長夫，中条武，大橋広文

坂田一記

最近5年聞に当教室で施行した関頭術は332例で，

そのうち術後タール便等を排出しii'l化管出血を疑わし

めた症例は8例 （2.4 %）であった．原疾患は頭部外

傷2例， JJ1量動脈癌3例，脳臨場2例，脳動静脈奇形1

例である．手術時聞は平均7時間， 輸血量（術中）は

平均1600111｛であった．消化管出血の発症時期は， 8例

中7例が術後1週間前後以内であった．又，ステロイ

ド剤の投ーリ症の多少と消化管出血とは相関性に乏しか

ったー発症せる消化管出血l乙対し，術後安静を要する

時期であり，宵十二指腸透視は2例にしか施行しなか

ったが，両者に門漬湯を確認した 又，輸血・止血剤

等投与により，短期日でこれらを止血し得たので，胃
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切除を要する症例はなかった．

6. パルサルパ洞動脈癒破裂の1治験例

国立療養所岐阜病院外科

石原浩，小林君美，井上律子

加藤康夫，中納誠也，山里有男

パノレサルパ洞動脈癌はその発生病理については諸説

がありまだ結論の出ていなし3疾患であるが，その診断

および治療についてはこれまでにも十分な検討がなさ

れている．最近我々も本症の 1例を経験し外科的lこ治

癒せしめたので，若干の考察を加え報告する．症例［士

23才の男子で小学校時代より心雑音を指摘されていた

が20才頃より心惨冗進を来すようになったという．大

動脈造影を行い右冠動脈ー弁にパルサルパ洞動脈癌の破

裂を認め関心術を行った．パルサルパ洞動脈瀦はE型

であり肺動脈弁の直下に約1C1IlのI型 VSDを認め

た．動脈癌の健常部にU字縫合をかけて破裂孔を閉鎖

し， VSDもプレジット付両端針で直接閉鎖した．術

後経過良好で退院時のアンギオでも異常は認められな

v>. 

7. 心局所冷却法の臨床的検討

国立療養所岐阜病院外科

中納誠也，小林君美，井上律子

加藤康夫，山里有男，石原浩

関心術時の心筋保護手段としての心局所冷却法につ

いて，自験例18例の手術成績，合併症，その実施法に

ついて分析し，動物実験の成績をも合せ，次の燥な結

論を得た．

心局所冷却法は，個々の杭例について， 十分適応を

考えて用いると，関心術時の有力な心筋保護手段であ

り，心内操作も極めて作易となる方法であるが，心冷

却温度， 血流遮断時間，心復航など，まだまだ検討し

なければならない問題があり，今後更に改良されるも

のと考える．

8. Double Aorto Coronary Saphenous 

Vein Bypass Graftsの2成功例

千手’；笠病院

附属岐阜心臓血圧センター

初音嘉一郎，機須賀達也，初音三重子

最近，我々は Trippledisease，所謂冠状動脈主要

3枝に病変のみられる狭心症の2例を経験し，これに

各々右冠動脈， 左前下行校と大動脈問，及び左前下行

M，廻施枝と大動脈基部との閥K伏在静脈片による2
本のバイパス定設術， doubleaorto-coronary sap-

henous vein bypass groftsに成功したので若干の

考察を加へ報告した

9. TIAを合併した Primitivehypoglossal 

anteryの1例

大雄会第一病院

山森積雄，坂井界

岐阜大学第2外科

山田 弘

T. I. A.と舌下神経不全麻療を伴った primitive

hypoglossal arteryの1例を経験したので報告した

患者・ 60才， 女子，小児期に T.I.A.があり，左乳癌

摘出後1年目頃から頭痛を訴えて来院した．現在 T.

I. A.の訴えはなかったが， 舌が右方へ偏イ立し程度の

舌萎縮が認められた 脳波では右頚動脈圧迫時，一過

牲に右半球及び左後頭葉を中心に5～6c/sの徐波が出

現した． 右頚動脈写にて内頚動脈より分校する prini・

tive hypoglossal arteryが発見され，これは舌下神

経管を通り下Mで脳底動脈ヒ吻合していた． 左頚動脈

写で crosscirculationは良好なるも， post.com. 

A.は造影されず， 1r.椎骨動脈写にて両側の P.I. C. 

A.のみが造影された． 右椎骨動脈l主造影されなかっ

た．その他脳血管の異常は認められなかった舌下神

経管撮影にて右 7×91l11Il左5〆5阻とti舌下神経管の

拡大を認めた．

10.悪性シ 4 ワン細胞腫の1例

岐阜県立岐阜病院外科

渋谷旬顕．須原t!Htl，三尾六蔵

阿部達彦，川迫桑之．伴邦充

1定例lま37才，女性．幼少時より全身l己レック リング

ハウゼン氏病あり約2年前右頚部に無痛性腫欄に気付

き某病院で同随癌の部分切除を受け，組織学的11::神経

線維腫の診断を得た．術後約1ヶ月目より岡部の腫癌

の駒大傾向を認め， 最近特に腫癌の増大傾向強く葵痛

を伴うようになり，腫砲は右鎖骨寓よりti頚部にまで

およぶ商経約13cmγ17anの卵砲の腫癌となり本院へ入
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院切除した．肉眼的には被膜を有する固い充実性，割

面は灰白色で周囲組織との癒着・が強かったが，ほほ全

摘した．組織学的検索により悪性シュワン細胞腫で術

後直ちにリニアック照射を行い経過観察しているが，

局所再発，肺その他への転移を術後2ヶ月現在認めな

い．本症について若干の文献的考察を加えて報告す

る．

11.本院における痛風症例

松波病院外科

松浦l昭吉，太田吾郎，松波英一

和田英一，吉田敏生

昭和48年5月より昭和49年12月までに20例の痛風を

経験したので報告した．

33才の男性，白血球に貧食された尿酸結品を証明し

た例．

65才の女性，心疾患にてイノシン製剤の注射と投薬

をうけた後，通風を発症した例について述べた．

最近は食改善に伴う生活環境の向上によって痛風症

例は憎加しているので，痛風を念頭において診断にあ

たる事を強調した．

12.神経管外転移を来した頭蓋内腫痕の3例

i岐大第2'J十干｝

大熊長夫，広瀬旭，坂井昇

鰹木良友，山田弘，坂田一記

岐大第1病理

笹岡郁乎

岐大第2病理

加藤俊彦，宮下剛彦

県立下呂温泉病院外科

鈴木貞夫，河合寿一

頭蓋内原発の腫蕩が神経管外に転移を起すことは極

めて稀なことで，われわれの集計では現在迄に世界で

252例が報告されているにすきない． われわれは最近

3例を経験したので文献的考察を加えて報告する．症

例1: 8才男児， J会果体腫場，原発巣は良性奇形腫，

悪性脳室上衣腫および胎児性癌より成り立っていた．

胎児性癌は神経管内転移の他両肺，勝脱および隣に転

移していた．症例2: 34才女性，斜台部鎚膜腫，両肺

およびM~i門リンパ節l己中止移していた． 症例 3 ・ 33才女

性，右前頭葉多形性神経穆芽腫，両肺，全脊柱，頚

,'\j；，肺門，傍大動脈リンパ節に•lti：移していた．

13. 宰丸類上皮嚢腫の1例

岐大泌尿器科

鄭 j英彬，嶋津良一，河田幸道

星雲丸の類上0:’髭鐙は極めて同な疾患であり，最近そ

の1WIJを経験したので報告する．症例は19才男子，昭

和50年4月8日，左陰：'M内の知〔痛性腫癒を主訴として
本院受， i~.

右宰よL，左右副宰丸lこは異常を認めず，左宰丸の腫

癌は小指頭大であった．

左皐丸腫場を疑P4月14日に左除宰術を施行した．

腫場は被膜により被われた経1.5cmの腫癌で左皐丸の

中央部実質内lこ存在した．

組織診断にて類上皮護腫ど診断した．自験例を含

め，我々の調べた範囲の39例について統計的観察を行

なった．

14.跨脱弁による女子尿道形成術の追試例

岐大泌尿器科

栗山町J，堀江正室，河田幸道

原発性女子尿道癌の手術手技の 1つに，尿道全摘

後，跨脱弁を用いた尿道形成術があるが，従来の方法

では，術後の機能に穫々の問題があった．前回，共同

演者の堀江が報告した横切開による勝脱弁作製法は，

術後尿公然などの問題を生ずる事なく，良好に経過し

たので， 今回更に， 1症例を加えたので報告した．

患者は63才の箆婦で排尿終末時痛を主訴として米科

したものであり，プローべで，扇平上皮癌と診断さ

れ，遠隔転移のない事を確認した上で，尿道全摘術兼

務脱弁による尿道形成術及び両側のソケイリンパ節郭

清を施行した．摘出標本には，腫湯細胞は認められな

かった．術後経過は順調で，頻尿と勝脱容量の減少の

他l主，術前と同じ勝l比尿道f<fitを保持している．

以上より，この術式は．尿道内に限局せる尿道癌に

は，充分賞用できる方法だと考えられた

15.尿道外傷に対する尿道形成術の経験

l波大泌尿器科

出f十JJi~ ＂.IJ:, I~井達郎，坂義人

間浦常雄


